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との調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委元し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 35 年 3 月

北海道開発庁
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5Ij分の 1 地質図暗 Iぬ
説明書包

別ゆIi路一第 5 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師三谷勝利

同 藤原哲夫

同 石山昭

まえがき

この図l隔は，昭和 33 年 6 )jから同年 11 月にいたる聞の野外調査の結果を取纏めたもの

であるの

この図幅地域には，先白主紀層の発達している地域に硫化鉄拡!末がは存しており，また，

鮮新世に属する十!日層群の中に，良質な石村-として利用価値のある熔桔凝灰岩が，発達し

ている。野外調査は，これらの鉱産資源の賦存状態やその広がりなどを対象にしておこな

った。

野外調査は，三谷が大部分の地域を，先白豆紀固と火山岩類の発達している地域は，藤

原と石山が，それぞれ担当した。

また， J孟幌J[lからパシケトプキ/川にいたる地域の調査には，北海道大学忠学部加磁又次

郎氏の援助を賜わった c また，図幅作成にあたっては，京京敦育大学理学部橋本亘教授の

調査資料の一部を使用させていただいた。

なお，野外調査をすすめるにあたって，陸別町役場および陸別営林署の各位から，いろ

いろの御便宜をだまわった。

報i今{こはし 3 るに先立って，ここに明記して[-，記の方々に深謝の立を去する次第である。

ヰミ 現在北海道地下資源開発株式会社に勤務ο
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I 位置bよび交通

この図l隔のしめる地域は，二|七緯 43°20'~43°30ぺ東経 143"30'~143045' の範囲である。

行政上は，十時支庁の管轄であって，南部の地域は足寄町，北部の地域は陸別町に，そ

れぞれ属している。

交通は，この図幅のやや酉寄りの地域を流れる利別川にそって，網走本涼が通じている

交通の中心は，図l隔の北東問に位置している陸別町市街で，ここから，斗満川にそって

定期パスが直行している。さらに，奥地にむかつて，陸別山林署の森林軌道が敷設されて

いるつ

道路網は ， J註幌}I I ，クシベヅJ[l，大誉地川などの大きな河川流域にそって，上流まで，

自動車道路が閉さくされている。しかし，大きな河川をのぞいたほかの河川流域では，歩

道ないしは馬車道路ていどの不完全な道路が閉さくされているだけであまり完備されてい

なし) 8

II 地形

この医lr隔地域の地形は，大きくみると，特ちょうのある 3 つの地形区に区分できる。

a) 図l隔の西部から北西部にかけて火山岩の発達している地域。

b) 図|隔の中央から京部にいたるほぼ市北の方向をもって発達している解肝の進んだ高

い平坦な段丘の発達している地域。

c) 利別}I I，塩幌川および ~'I 満川などの主要な河川の流域に発達しているこれらの河川

で作られた平坦な段丘および氾濫原地域。

a) の地 f~ 区は， 標高 500m からそれ以上の高度の地域であって，西に隣接する同 l陥内

のキトウ、ン山や京三 I~ Ll rを rf1 心 lこした円錐状の火山地形の一端にあたっている c 新しい河

川 i によって，細かくきざまれてはいるが，熔岩の流走面をしめす緩い傾斜珂は，よく残さ

れているっ地形復原図では，同心円状の火山地形が，はっきりと示されているつ

b) のi由形区は，地形復原 r%] でみられるように，ほぽ南北の方向にはしっている，標高

300m から 500m までの問のやや解析された高い平坦段丘地形である。

この地形のようすをもっともよく残しているのは，利別川の西側の，塩幌川と斗満川と

の間にはさまれた山地である。ここは，古くは， a) 地形区の火山岩熔岩の一部が， 1.よく

-2-



第 1 図河 ;[1 図

1 [;宇 思リ 2 大 ラ仁辻三 }山III 3 上 来IJ 月Ij

4 ト ブ 、ン 5 笠 良 キIJ 6 葦 7J1j

7 -1'-勲!禰別 8 石 井 i尺 9 ヒノレメシ沢

10 牧場の沢 11 アイザワの沢 12 フ ク ロ 沢

13 斗 満 JlI 14 ポントマム川 15 ニオトマム川

16 斗 満 ;[1 17 熊 の 沢 18 {且根内 J凡

19 波船場の沢 20 14 キ本玉 II の打 l 21 グンベツ川

22 ポンクンベツ沢 23 ベンケトラリ沢 24 大誉地川

25 墓場の沢 26 採石のれ 27 パンケトラリ j尺

28 九 線 j尺 29 ベンケトブシ川 30 トメルシベ沢

31 滝 の 沢 32 ノえンケトブシJlI 33 石切場の沢

34 ショナイ沢 35 炭焼小屋のれ 36 学校の沢

37 塩 幌 ;[1 38 ベラボナイ川 39 上ワシップ川

はり出しており，この火山岩を侵蝕して，この上に形成された平坦段丘地形であるので，

-3-



第 2 図地形復元区!く1km の幅で谷をうめである〉

よく保存されたものであろう。

利別J1[の東側では，かなり地形の解析が進んでいて，断片的に，平坦面を保存している

にすぎない。この地Jf?-[ま，市に隣接する「足寄太」および「本別」の丙図幅内でもみとめ

られたような，現在の利別川および主要支流の河]!Iにほとんど無関係な，ほぼ南北方向の

流路をもった，古い河川の発達していた時期に，その両岸に，広い平坦段丘として形成さ

れたことを示している。

c) の地形区は， おもに，平ij別川，塩幌川および斗満川などの流域に発達している標高

300m以下で，現河床而からの比高が， 15m 以下の低い平坦段丘地域および氾濫原地域で

ある。とくに，斗満川の中・下流域では，大誉地附近から陸別市街の西側の山地につなが

る南北方向の古い地形区を，大きく切断して，広い平坦面を作っている。

-4-



第 3 図 標高 392.8 ill 三角点附近から，西側の、jL坦段丘地

形をのぞむ。

第 4 図 347.5ill 三角点附近から，矛 IJ 別川流域の、 Ii.坦段丘

地形をのぞむ。(白い線は利別 )1\ )
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III 地質

III.l 地質概説

この凶幅地域lこ分布している地属は，第 5 図にしめしたようなものである。

先白星紀層は， f;Zi幅の東北地域に発達している。構成岩相はほとんど輝緑凝灰岩であっ

て，ときに，赤色チャートや石灰石などをはさんでいるのこの地層は，北海道中央地域に

発達している空知層群と，ひじようによく似た岩相をしめしている。

この先白望紀届を不整合におおって，機岩をおもな構成岩相にした，陸成lit積層に属す

る陸別居が発達している。

新第三紀中新世の地層は，おもに，泥岩から構成されたブクロ沢層と，これとほぼ同じ

時期の火成活動によって形成されたと考えられる，某性安山岩のトマム川熔岩とである。

この図幅の北部地域に小刻模に発達している。

この|苛l隔地域の大部分を占めて，鮮新世に属する卜J]完層群が発達している c 乙のト脱届

群は，中新世までの地属群を，大きな斜交不整合でおおって堆積している c この地層は，

最下部に，疎岩の卓越した海岸成f住民層があり，この上位に，石英安山岩質の火山砕屑岩

類を主体にした厚い陸成堆積層が累重している。岩相のちがしユや分布の上から，本別居と

足寄届の 2 つの累胃に|天三、することができる c なお， 2 つの累屑のそれぞれの最下部には，

十時届詳の中の大半の火山砕周岩と，岩石的な性質のちがった，ゴ主;'!J:支dJ岩質の火山砕日

岩が発達している。また，それぞれの累居は，准整合の関係をしめしている。

第四紀!亘は，火山号類，段丘J{t積層， {中度堆積層および、火山疋などである c

火rfr三;ヨは，下位の十時層群の火成活動と性質のちがった宅住安山岩で，図l福の北西万

から西ノ7の地域に広く発達している 3

段丘f佐賀!員は，洪積世に属する，第 1 段丘堆積物，第 2段丘堆漬物と，沖積世に属する

第 3 段丘J:#，:荷物に，それぞれ区分されるコこれらの中で，第 2 および第 3 段丘堆積物は，

利別川 r ， t孟l幌川および斗満川などの主要河川の流域にそって発達しており，河岸段丘堆積

層のようすをしめしている c

III.2 地質各説

III.2.1 先白霊紀層 (Per)

-6-
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1958 先白重紀層 三 1i勝利ほか

模式地: クンベツJII流域

分布: この図iPI面の東部から北東部にわたる地域に分布している。薫別から陸別市荷に

いたる問の利別川流域，思j長内沢， i皮船湯の沢， 14 林椛沢，クシベツ]l l，ポシクンベヅ沢

などの流域に，それぞれよく発達しているつ

構造: 構成する岩相の届理の発達がわるく，しかも p 造帯起動の影響を強くうけている

ことから，地層の店内・傾斜は，発主するそれぞれの地区でかなりちがっているじしかし，

大きくみると，北部の斗満川入口附近では， N10 二 ~30οW. 508~80コ SW，の走防]・傾斜

を，この南では， N40o~80 コ W ·20 コ~40 コ NE の走向・傾斜をそれぞれしめており，後者

では傾斜が反対になっている。しかし，これらの向.地域の聞に向斜構造の存在しているよ

うすはみとめられない。また，各所に勇断帯が発達しており， その方向は， NW-SE 系

と， NE-SW 系との 2 つの)J‘向がみとめられる。

岩質および岩相: 輝緑凝灰岩が卓越しており，この聞に ， k0~色使砂宕，赤色デャート，

石灰岩などがはさまれている。さらに，輝緑凝!長岩中には，塩7主性火成岩類が吉!ぷ状や

熔岩状に近入している。

第 6 図曹長石輝緑岩 (14 林班の沢ド流)

x20 II ニコノレ

A: 普通輝石 P: 斜長石 c: 緑泥石 T: チタン石
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第 7 図 蛇紋岩の露 U1 (クンベツ川下流)

第 8 図 蛇紋岩の露出の一部の接写(クンベツJ1I下流)
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第 9 図蛇紋岩(クンベツ川下流)

x20 II ニコノレ

A: 普通輝石

0: かんらん石(周辺や吉 [j 日にそって蛇紋石化)

Sp: 蛇紋石

輝事~ 凝灰白は，附緑色を呈するやや I:\'~ 硬な岩石である c ところによって，万併石，骨骨

長行および石英などの細脈が貫人している。また，間断帯の一部には鉱化作用がおこな

われ，淡紙色の軟弱な:官石になっている。

塩基 Yl:火成岩類は， ・般に陪緑色を早:する同硬な自体である。岩質からつぎの '3 つの

ものに区分される。

a) スピライト質岩: 斑品として斜長石と輝じがみられ，石基は，納粒なもので杏

仁状構造もよくみられる。なお，この岩石は，曹長石化作用をうけているの

b) 曹長石輝緑岩: オフィティッグ構造をもった，普通の輝緑岩で，余|長石は，弱

いソーシュル石化または曹長石化をうけている。

c) かんらん石輝緑岩: かんらん岩質の粗粒完品質の岩石でおもに，普通輝石とか

んらん仁 i とから構成されている。かんらん石の大部分は蛇紋石にかわり，全体として，

蛇紋告とほぼ同じ岩質に変っている。

石灰岩は，網走木線の陸別と薫別との間の鉄橋の付近で，厚さ 1m ていどの，白色か

ら市赤紫)パ色を註する粗悪なものが，赤色チャートと接してはさまっている。このほか

泊の沢下流でも，輝緑凝灰岩中に，厚さ数 ill から数 10m ていどの石灰岩が数枚みとめら

れる=これらの石灰岩は，いずれも，やや結品質で，異質物の縞状模様をもってし、る。
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この地層は，岩相の上から北海道中央地域に標式的に発達している，空知層群のなかの

いくつかの地層と，ひじようにょくにている。

化石: この図幅内からは，みとめられなかった。

層厚: おおよそ， 1,000 m 以上の厚さをもっている。

III.2.2 第三紀層

III.2.2.1 陸別層 (Rk)

1951 陸別宍炭層 山出 IF.行

1958 陸別層・フウチャシナイ Jill ，議岩田 三谷勝手 IJ ほか

模式地: 足首:川支流九沢

分布: この図幅の京市隅で，九組沢からぺン'クトラリ沢と流にまたがった地域および

東北隅にある陸別市街の北側の地域にそれぞれ発達している。

構造: 九掠沢の地域では， N20c~25° E ・ 30' ，， ~40c NW，陸別 dX [:;:q地域で、は， N35ー

~60jE ・ 40) 土 NW の走向・傾斜をそれぞれしめしており，単 jさl構造をなしている

下位同との関係: ポングンベツ沢上流における 3 この地国と下位の先白宝紀回の分布

のようすから，両者は斜交不整合の関係にあると 7与えられる〔しかし，同地層の境界は観

察できなかった。

岩質および若干日: おもに陳岩からできており，ときに，合保質砂岩や泥岩をはさんで

いる。

牒吉の礁は，輝緑 i民!天吉，赤色チャート，黒色頁岩，粘板岩， iLi) 疋石，輝紋岩および

硬砂岩などのド(立の先白主犯!ヨから(共結されたものである lつこれらの球の問を，同質の

微細!な棋や粗 WI!: 119 でうめている 肢の大きさは，小人工大から拳大ていどのものが多く，

ときに人頭大以上のものも含まれているハ一般に，角礁ないしif! i 角牒であって，分級の

ていどはひじように思いご外観 i主，陪紘色から II吉紅色を日して，ひじ上うに軟弱であるの

砂岩は，陪色な旦 L，軟日であるつときに ， f~) 日層型が発達している c 外観は，輝

緑凝灰岩買の砂自で，ところどころに方解石の桐脈が，放射状や網状に貫入している。

泥岩は，チョコレート色を~L， j促状回 J主の発達している，やや !!iーを硬なものであるつ

殴岩の中に，薄い地層で扶支っているときに，炭質物やパ、 y チ状の石炭薄層をふくむ。

この地層は，宕相がひじように不況則に移り去る傾高があり，全体に，不均質な累積状

態をしめして1"る二さらに ， 1f! C] 国が，全!去を )ill じて，いちじるしく発達しているこなお，

この閃[陥の東に隣接する土足寄図!日との境問;iJ::1こは，粗悪な石実!昔を 1~2 t之内んでい

ネ 橋本五は， この地問は岩相自 ~j にも占生物的にも空全日目許に対比されるものであるとの

ベている。
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て，多くの坑口がみられる c し

かし，露頭も坑道も，ほとんど

崩壊してし)るので，炭層の早さ

やそのようすを観察することは

できなかったら

この地層は，山田が 1951 年

に陸別爽炭層と命名して以来，

釧日作成田の合反古第---紀!討の北

西の月刊骨相であると号えられ

てきたじしかし，屑位的にも古

生物(;Zjにも， tJl山炭田地域のt自

信と対比される要素は，会くみ

とめられten) 行らは，この r~l

I栢のiちに隣接する足寄太 l豆柏

で， いくつカか〉のJ思望由をあげて，

j釘.~刈)月川"印wん:九;えよ f旧|日I と のi地白?国』F対tL比tの l同フ本記k民iトi泣

こと lにこ Jふ、.~れ1 るとともに， このt也

屈を， I時代未詳第云紀!再として

取11えった。この l叉!幅において 第 10 図 陸別府の礁官ーと開質砂岩の互)需の露出

も，この地層が，どの時代に/同 (陸別Iii 街同ブJ の利 )jlj 川右岸の毘)

するものか，確証を何ることはできなかったっしたがってこの同if日地域でも足寄太図幅と

同じように時代未詳第三紀層として取扱った。

踊厚: 九純沢地域で， 800m 以 hの厚さをもっている

III.2.3 新第三紀層

この図 l陥の地域に広く発達している。この地層は，中新世に属するブクロ沢田， トマム

川熔岩および鮮新世に属する十時屑群とに，大きくわけられるコ雨時代の地層は，斜交不

整合の関係にある。

III.2.3.1 フクロ沢層 (Fk) (新称)

模式地: ブクロ沢流域

分布: この凶幅の北部のブクロ沢やポントマム川流域によく露出していて，分布地域

は小さし h

- 12-



構造: 模式附 r~biIで， N55ーW ・ 20 つ SW の走向・傾斜をしめしている。

下位層との関係: 陸別屑とは不整合の関係にあるらしいが地層境界は観察できなかっ

。た

岩質および岩相: おもに，暗灰色から灰色を呈する凝灰質泥岩と凝灰質細粒砂岩から

構成されている。なお，やや硬質の泥岩， i子石質凝灰岩および、細粒棟岩などをはさんでい

る。

泥岩 i工，塊状であるが風化すると灰白色の小粒状岩片にくだけやすし、。凝灰質で浮石

片や鉱物片などを多くふくんでいる

また，珪藻類や放散虫類の微化石をかなり含んでいる。

浮王 i 質凝灰岩は，熔結凝灰岩ににた岩質をしめしており，多くの浮石 Hーのほか，ガラ

ス質安山岩の岩片をふくんでいる。鉱物組成は，おもに斜長石と普通輝石であるが，紫

蘇輝;W-，黒雲 ~n ，石英，角閃イゴ，緑泥石などの鉱物片もみとめられる。

この地層は，下部は，おもに ;~J己岩と細社砂完との互層で，ときに，やや堅い況岩をはさ

んでいるコ上部では， I尼宕が多くなり， i手百質凝灰岩や礁岩をともなっている c

この地層のおもな構成岩似である if己岩は，隣接の本別問幅内 lこ発達している，川上層群

の貴を路層の中の iJ己岩と，タト観はよくにており，また，珪藻類や放散虫類の微化石を多く

ふくんでいる点でも，両右は，恕似している ο しかし，この l司|幅内では，川日書群に相当

する令部の地層は発達していないごまた， 下位に接する地層も，ちがっているので，川上

届群との直接の対比はおこなわず、新しい地層として取批った σ

化石: 泥岩や浮石質凝りと宕のなかに， ~主涼類や於引虫悲の微化石をふくんでいるが，

種属の鑑定はおこなわれかった。

届厚: 模式地附;lJ:で， 300m 以~:の厚さをしめしている

III.2.3.2 トマム川熔岩 CT.) C新称)

模式地: 斗満川上流地域

分布: 斗満川中・上流流域からニ f トマム川流域にかけて発達している。

岩質および岩相: 暗灰色から黒色の，密竪硬な含かんらん石紫蘇輝石普通輝石支山

岩である。斜長石の斑品が目立っている c やや多孔質で，ところによっては，任数 mm の

空隙がみとめられる。斗満川上流の地域では，その一部が禄泥石化や珪化をうけていて賞

鉄鉱が鉱染しているものもみとめられる。

顕微鏡下の観察は，つぎのようである。

斑品店，斜長石〉普通輝石紫蘇輝石ア磁鉄鉱;〆ーかんらん石。斜長 li の成分は， An60

-65 である。ニオトマム川分岐点付近から採集した岩石では，斜方輝石の周囲に，単斜
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輝石の反応縁がみとめられる。かんらん石は，ごく少ないが，ニオトマム川流域のもの

では，やや目立っている。

石基は，完品質でオフィティック組織をもったものが多いが，インターサータノレ組織

やガラス質組織をしめしたものもみられる。オフィテイヅグ組織をしめすものは，柱状

斜長石の間を単斜輝石がうめていることが多く，磁鉄鉱が散在している。また斜方輝石

は，わずかみとめられるの

この安山岩は，鮮新世の十勝層群に不整合におおわれているが，ブクロ沢層との直接の

関係は，わからない c なお，ブクロ沢田の中に，この安山岩とよくにた岩質の凝りく岩をは
4)

さんでいることから，この地固とほぼ同じ時期のものとも考えられるゥまた，橋本が，こ

の図幅の西側に J持接する地域で幌加禄色凝灰岩層を不整合におおった友山宕熔岩(主性安

山岩)が発達していることを報告しており， トマムハ!熔岩は，この安山岩溶岩に逼なるも

のではなし功ユとも考えられる。

III.2.3.3 十勝層群

1958 十勝回昨 主主~勝利ほか

標式地: 足寄町附 ;11 の利別川および足'奇川!流域

この!吋幅の南半部および中央部の地域に広く発主している σ 標式地でほ，それぞれの地

層の堆積盆の広がりのちがいや構成岩相のちがいから，本別居，足寄!長および池田屑の 3

つの累居に区分されているが，この図 I陥内では，上部の池田層は発達していないノ

全国を通じて，凝灰質岩なと、の火山昨屑岩が中越している。とくに，本別居上部と足寄屑

は，構成岩ねのほとんどが，託児安山岩質の火山砕店岩である。との堆積をもたらした火成

活劃の末期に，熔結凝究者を噴出しているぐまた，本別層と足寄)冒とのそれぞれの茎底部分

には，ひじように'j:'. rJ: 格のちがった含かんらん石両輝石安山岩の 16-劃がおこなわれている

十時!醤静は，最下部の海岸成堆積層と，引続き形成された陸成堆積盆内における堆積層

とから構成された累層群である。それぞれの累層;甘互の果重関係は，准整合であると号え

ているコ

III.2.3.3.1 本別層

この地層は，粗粒質の海岸成堆積層と，火山砕屑岩から構成された陸成堆積層との思 Z豆

地属である。

十勝層群の標式地~付近では，岩相のちがいから， 4 つの部属に区分されているが，この

区l幅!守には，これらの中の螺湾操宕砂岩国とトプシ凝反岩層の 2 つの部屈が発達している。

III.2.3.3.1.1 螺湾磯岩・砂岩層 (Hr)

1953 螺汚喋岩層住々保堆
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19拐、基底火山砕屑岩層+螺拘喋岩砂岩層 三谷勝利ほカ:

模式地: ペシケトラリ沢流域

分布: 図幅の東部地域に，南北方向の広がりをもって発達している。薫別附近の利別

川流域や斗満川下流域などによく露出している。

構造: 利別Hiの南東部の地域では， N5ー_30ー E ・ 10°_20° NW の走向・傾斜をしめ

しているが，北側になるにしたがって，薫別附近では， N10ーW から N50ー_60ー Wｷ5°-,

10ー SW ，斗満川中流では， N30ー_40ー E ・ 15° SE の走[白 j ・傾斜をとるようになり大きな

半盆地決構造を形成している ο

下位層との関係: 新第三紀中新世までの地屈を，斜交不整合におおっている。

岩質および岩相: 全属を通じて，礁岩が卓越しており，砂岩 ， i)~ 岩および凝灰岩をと

もなっている。

蝶岩は， \宿灰色のやや堅硬な岩相をもっている。オレンジ大から米粒大までの円磨さ

れた扇丘状の礁から構成されており，ときに，祭大の礁をふくんでいる。 礁は，黒色粘

板岩，赤色チャート，輝緑凝灰岩，ホルンフェルス様の岩石，花尚岩，硬質頁岩，硬砂

岩などで，その大部分は，市期岩ーから供給されたものである。これらのほかに， この地

層の下部の礁岩の中には，合かんらん石両輝石安山岩の角状から直角状の拳大の喋や浮

石などをふくんでいる。礁の分級は，この図幅の白から北にむかつて，よくなる傾向が

みられ， 14 林班の沢附近から北側の地域では，指頭大ていどのほぼ均ーな大きさの陳を

主体にした喋岩が多くなっている。また，泥灰岩団球，浮石，砂岩のレンズなどもかな

りふくんでいる。

砂岩は，暗緑灰色または帯青灰色を呈し塊状で，やや 12C硬なものである。いろいろの

種類の細かい機片をふくんでいて，ところによっては疎質砂岩になっている。砂岩の多

くは，喋岩とリズミカルな互層で累草しており，また，偽層層 J][ が発達している。

泥岩は，陪灰色を呈する砂質のものが多い。風化する淡灰色の細片になりやすい c か

なり凝灰質であって，火山氏質の微粒をふくんでいる。

凝灰岩は，灰白色ないし淡灰色を呈した浮石質のものである。この地層の下部に数 m

の厚さではさまっている。顕微鏡下では，安山岩質で，ときに珪藻類の化石がみとめら

れる。

十勝層群の標式地附近では，この地層の下位に連続して，基底火山砕屑岩層が，全域に

わたって発達しているが，この図幅内では， 9 線沢附近で基底部に凝灰質岩相が発達して，

上位の疎岩を主体にした岩相と区分できるていどである。ほとんどの地域では，螺湾陳岩

砂岩属の中の疎岩や砂岩と凝灰質岩とが互属している。したがって，この図幅では，基底

火山砕属岩層を単独の部層としては取 J及わなかった。

この地層は，全層を通じて，操岩の多い，棟質砂岩，砂岩などの粗粒岩相の互層であっ

て，ときに，泥岩をはさんでいる c そして，基底部に近い部分と，中部附近に，浮石質の
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やや淳い凝灰岩届を数枚はさんでいる。また，全体lこ偽属の発達がいちじるしい。

この図幅の南と北とでは，構成岩栢のようすはいく分ちがっている。南の九線沢附iLl:で

は，むしろ砂岩や棟質砂岩の卓越した棟岩との互層であるが，ペンケトラリ沢，ハンケト

ラリ沢およびクンベツ川入口附近などでは，細粒礁岩のやや多い互層累層となり，さらに，

北部の斗満川地域では，全届が，ほとんど細粒瞭岩から構成されている ο

この地層からは，海成層を示準するような化石やそのほかの要素は，この[':{!幅内では，

*認められなかった c しかし，隣接地域で海陵介化石を産する，同じ層準の地層と，岩相や

累重のようすが，ほぼ同じであるのでこの地域でも，瀕海域の堆積層として形成されたも

のと巧-えている。また，斗71皆川流域にみられる分級のよい瞭岩相は，隣接のJf>:ZIJI司幅内に

発達する，:liE干責盆の周縁部を思わせる化石そのほかの要素をふくんだ地層と，ひじように

似た外観をしめしている。

化石: 野外調査においては，化石はみとめられなかったが，クンベヅ川下流の露出か

ら民集してきた浮石質凝灰質岩を顕微鈍下で観察した結果，数種の珪藻類の化石がみとめ

られたが，鑑定はおこなっていない。

層厚: この地層の上限は，どこでも断層で切られているが，おおよそ 500m 以との厚

さをしめしている。

III.2.3.3.1.2 トプシ凝灰岩層 (Ht)

1958 トブシ凝以岩国 三谷勝利ほか

模式地: およち橋町、 li庄の登良利台地の崖

分布: 大宮地 liX 街から南西方の手 11別川流域，学校の沢， トメノレ νべ沢，ノミンケトラリ

沢などの地域に発達している。

構造: 利別川流域では，その両岸の地層が，緩やかな背斜構造をなしている。背斜軸

は，上利別市街の北を通る西北西一東南東の断層を J克にして，その南側では， NlO C~30() E,

北側では， N80コ E~EW の走向をそれぞれもっている。

地層の傾斜は， 5°_10° ていどである。そのほかの地域では，走|旬・傾斜は，ほとんど

測定できなかったが，分布のようすから， NE の走向で 4°_8° SE の傾斜をもった，単斜

構造をとっているようである。

下位層との関係: 下位の地層とは，各地域差で断層で接している。

岩質および岩相: 全層を通じて， 1手石質の粗粒凝灰岩が卓越しており，ときどき，泥

キ 南に隣接する足寄太図幅や本別図幅にふくまれる地域。

一 16 -



第 11 図 トブシ凝灰岩層中の角喋凝灰岩質の部

分，白色斑点はi手石礁(大誉地上利別聞

の鉄道線路の切割り)

第 12 図 トブシ凝灰岩層中の塊状凝灰岩の採石場

で上部の地層はショナイ挟亜炭層(石切

場の沢)
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質凝灰岩をはさんでいる。

浮石質凝灰岩は，やや堅硬な淡桃色から灰色を呈する塊状の厚層である。ときに，偽

層層理をしめしている。多くの浮石礁のほかに，角礁状の安山岩礁をふくみ，ところに

よっては，角礁凝灰岩状の外観をもっている。礁の大きさは，キンカン大以下であるが，

まれに，やや円磨された人頭大から拳大の大きな喋もふくまれている。

この凝灰岩の中には，ひじように巴硬で熔結凝灰岩によく似た岩相をもった部分があ

り，石材として採石されている。

この凝灰岩を顕微鏡下で観察すると，石英，斜長石，紫蘇輝石，普通輝;七などの鉱物

片や安山岩の岩片をふくんでいる。基質は，褐色と無色のガラスからできている，石英

安山岩質i疑!κ岩である。

泥質凝灰岩は乳白色を呈し，板状の回理が発達している。浮石質凝灰岩の中に， 1m

以下の厚さで，はさまっていることが多い。

層厚: この図幅内では，下限が不明であるが，200m以上の厚さをもっているc

III.2.3.3.2足寄層

1958 比寄層 三谷勝利ほか

この地層は，本別層の上位に，准整合の関係でのっている陸成堆積層である。石見安山

岩質の凝灰岩が，構成岩相の大部分を占めている。なお，最下部には，含かんらん石両輝

石安山岩の集1*岩，熔岩，角牒凝灰岩などの火山岩類の構成岩相が発達しているc

足寄!雷(ま，岩相のちがいから，上利別集塊岩砂岩層，ぺシケトプシ凝灰岩層，下足育砂

岩凝り〈岩j員，下愛冠熔結灰岩層の4 つの部層に区分することができる。

十!1持層群の様式地においては，5 つの部属に区分しているが，この|叉i幅内では，中足寄

凝灰岩層と上愛冠凝灰岩層との届序均な区分の困難なところが多いので，2 部周を一括し

て，ぺシケトブシ凝灰岩層とした。

III.2.3.3.2.1 上利別集塊岩・砂岩層

この地層は，十勝古盆状地内では，この図幅内で，もっともよく発達しており，いくつ

かの性格のちがった岩相をふくんでいる。これらのそれぞれの君相は，発達する範囲が地

域的に限られているものが多l)o したがって，おのおのの岩相を，上利別集塊岩砂岩属の

中の亜部層として取扱い，つぎの 4 つの亜部層に区分した。下部から

ショナイ挟亜炭層

上利別集塊岩砂岩層主部層

本 石切場の沢の道路わきで小規模に採石している。おもに建物の十ー台石に使用されてい

るようで、ある。
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出風岩凝灰岩層

トラリ集塊岩層

III.2.3.3.2.1.1 ショナイ挟亜炭層 CAe)

1955 ショナイ挟亜炭層橋本亘

模式地: ν ョナイ川下流流域

分布: 石切場の沢の北から ， V ョナイ JIfJII 口下流の， WNW-ESE 走向の断層のとこ

ろまでの間の利別川流域にそって分布しているほか，登良利台地の崖にも，部分的に発達

している。

構造: ν ョナイ川地域では， N500~60° W ・ 10° 土 NE，登良利台地では， N200~

30ー W • 5ー_7ー NE の走向・傾斜をそれぞれしめしている。

岩質および岩相: 凝ば質泥岩，砂岩，凝灰岩の細かい互層で， 6-8 枚の亜炭層をはさ

んでいる。岩相はいず';hも，灰白色から淡灰白色で， 1手石礁をかなりふくんでいる。収状

層理や偽層層理が発達している。

凝灰岩は，安山岩質の中粒から細粒ないし泥質の岩相のものが多し、。ときには， ド位

のトブシ凝灰岩層の中の岩相とよく似た，浮::[i質凝灰岩をともなっている。また，安 111

岩の岩片をふくんだ角礁凝灰岩のところもみとめられる。

亜炭ば，厚さ 15cm 以 F のものが多いが， 30cm ていどのものを， 1-2 枚ともなって

いる。これらはいずれも炭化度の低い粗悪質の匝炭で硬質粒状のものが多い。この中に

は，凝灰質の白い粒や砂粒などを多く混えている。

この地層は，ヰ/ョナイ川下流から石切場の沢にかけた地域で，もっともよく発達してお

り，ここから南と北の両方向にむかつて地層の発達のようすが急激に悪くなっている。そ

して，、ンョナイJl!]I!口下流の利別川流域やパンケトラリ沢沢口附近などでは，この地層は

土利別集塊岩砂岩層主部属と，構成岩相や累重のようすがよく似ており， 2-3 枚の粗悪な

亜炭層の薄層をはさむていどになる。

このような発達のようすは，ショナイ扶亜炭層が，足寄層の積成金の発達の初期に， ν

ョナイ川附近を中心にして小さな範囲に形成された沼沢地に累積した地層であることをし

めしている。

化石: 亜炭層の上下盤の地層の中に，植物質破片をかなりふくんでいるが，不完全な

もので採集できなかった。

届厚: もっとも発達のよいキ/ョナイ川附近では， 50m ていどの厚さをもっているが，

南北の両方向にむかつて急激に薄化しており，パシケトラリ沢附近の利別川流域では， 20

m-30m ていどになっている。
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上利別集塊岩・砂岩層主部層 (At)III.2.3.3.2.1.2

パンケトブシ川

国鉄網走本線笹ぷ

停留場から南側の利別川流

中・下流流域

模式地.

分布:

域，炭焼き小屋の沢， 392.8 ill

標高点のある山地，塩幌川中

流上流，パンケトブシ川，ぺ

った背斜状構造が ， J支出き小

いどの傾斜をもった I白j斜構造

塩幌川中流域

lOG 以下の緩い傾

ほかの地域では，炭焼き小屋

屋の沢下流には ， 15°~25 って

392.8ill 標高点の

斜をもった，向斜構造が，そ

れぞれ形成されている。その

大誉地川中流域などの地域に

lO C~20° ていどの傾斜をも

N80c~85°E ・

シケトブキ/川中・下流流域，

利別川流域には，

広く発達しているの

4°~8° NW,

の沢上流で，

また，

山地には，

構造:

が，

- 20 ー

で， N10C~30J W.12つ ~20°

ぺシケトブシ川下流域

で， N lOc~20c E ・ 20コ士NW

造をなしているつ

下位層との関係:

トブ v凝灰岩層の塊状凝天岩

の走向・傾斜をもった単斜構

下位の

から，板状層;理の発達した泥

SW,



第 14 図 上利別砂岩・集塊岩層主部居中の t;;l~ 硬

板状互層(大誉地と上干IJ 別との間の新

道と!日道との分岐点附近)

質凝灰岩，角牒凝灰岩，砂岩などの互属に，岩相が移りかわる部分に，両地層の境をおい

ている。境界は，やや不規則な波状面をもっている。また，両地層を構成している火山砕

屑岩の岩質が，石英安山岩質から含かんらん石両輝石安山岩質に急激に変っており，さら

に，両地層の分布のようすも，いく分ちがっている。このようなことから，両地層は，准

整合の関係をもっているものと:考えている。なお，ショナイ扶亜宍層の発達している地域

では，亜炭層をはさまなくなったところからこの地層にふくめ，地層は漸移している。

岩質および岩相: 砂岩， j'尼岩，角在来凝灰岩，集塊岩および凝灰岩などの版状互層であ

る。いずれも火山性l住積層である。

砂岩は，陪!パ色の粗粒から中粒の竪硬な砂岩である。ところによっては，合機砂岩を

ふくんでいる。板状の居理が発達している。ひじように凝灰質であって，安山岩の岩片

や浮石燥などのほか，木;{-，炭片なども多くふくんでいる。

泥岩は，暗灰色を呈した恨状の凝灰質泥岩である。やや軟質で， }J'\. をふくむと粘土状

に変りやすい。木片，炭片を多くふくみ，ときに亜炭質の泥岩のところもみられる。

角磯凝灰岩は，板状の層理の発達した昭硬なものである。 浮石喋，安山岩の岩片のほ

かに，同時喋状の泥質凝灰岩や砂岩などの角状ないし匝角状の礁が，浮石質凝灰岩の基質

の中に多くふくまれている。また，凝灰岩や砂告，集塊岩ーなどに移りかわることが多い。

集塊岩は，拳大から指頭大， ときに人頭大ていどの塩基性安 III 岩の喋を凝灰岩で膨結

したもので，火山円喋岩;1たの岩相をしめしている。角陳凝灰岩の間に，薄い地層やレン

ズ層としてはさまれている。

との地層は，この図幅内では，ところによって，つぎにのべるトラリ集塊岩層や扉風岩

凝灰岩などの亜部属を間にはさんでいて， 2~3 つの部分に l玄分される。これらのちがった

岩相を間にはさんでいる地域で

は，下部は，凝りミ質砂岩，凝灰

質泥岩，凝灰岩などの板状互層

であって，偽層層理がかなり発

達している c 中・上部は，とも

に，角牒凝民岩，集塊岩，砂岩，

泥岩などのf[~状互層で，岩相は

かなり竪硬である。したがって

この岩相の分布する地域では，

河岸や山漫などに，大小の昆を

作っており，特徴のある岩相と

して追跡することができる。
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ができる。

また，炭焼小屋の沢からトメ

ノレ品/べ沢にかけての地域では，

と角疎凝灰岩との堅硬な互層

を， 2-3 枚はさんでおり，特徴

のある鍵層として追跡すること

凝灰質泥岩，砂岩，角棟凝灰岩

などの不規則な互層で，ときど

き集塊岩や浮石質凝灰岩をはさ

んでいる。この地域では，厚さ

5m-10mていどの凝灰質砂岩

第 15 図 上利別砂岩・集塊岩層主部府中の凝灰

質砂岩と角磯凝灰岩との 1:\2硬な板状

互層(炭焼小屋の沢上流) 届厚: パユノケトブ v川地域

では， トラリ集j鬼岩層と扉風岩凝!必岩層とを間にはさんで， 250m-300m，塩幌川中流

では 350m 以上，炭焼き小屋の沢では 200m 以上の厚さをそれぞれもっている。

第 16 図 扉風岩凝灰岩層の露出(尻風岩附近)

111.2.3.3.2.1.3 扉風岩凝灰岩層 (St)

1955 尻風岩凝灰岩層橋本豆

模式地: 陸別から足寄にいたる旧道にある肝風岩附近

分布: 模式地から軒森附近の利別川流域，大誉地川中流から芸場の沢にかけた地域お

よびヰ/ョナイ川中流から i盆幌川中流にかけた地域などに発達している。

構造: 土利別集塊岩砂岩層主部層と同じである。

岩質および岩相: 浮石搬や

火山岩津なと‘の火山放出物を多

くふくんだ凝灰岩である。駒色

ないし暗黒色を呈し，塊状でや

や硬い岩相をもっている。風化

すると，暗灰色の粗しような岩

相になりやすい。含かんらん石

両輝石安山岩の亜円礁をふくん

でおり，この礁のあるものは，

暗紅色にかわっている。浮石疎

や火山岩j宰は，拳大から指頭大
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の亜角状~亜円状の礁であるが，模式地附近からはなれるにつれて，しだいに小さな礁を

含む割合が多くなってくる。

この地層の発達のようすは，小さな礁を多くふくんだ地域で，地層は厚く，礁が大きく

なるにつれて，薄くなってゆく傾向をしめしている。また，この地層は，上利別集塊岩砂

岩層の中で同ーの層順に，全域にわたって追跡する乙とはできなく，いくつかの大きなレ

ンズ状岩体に分割されて，地域的にはさまっているようである。

まっているようであるが，両方

の地層が上下の関係をしめして

第 17 図 上利別砂岩集塊岩層中のトラリ集塊

岩層と主部層との境界附近の状態

(上利別より約 2km 大誉地寄りの

新道の崖)

凝灰岩の顕微鏡下の観察は，つぎのようである。基質は，褐色ガラスであって，その

中に，微細な針状の単斜輝石，長柱状斜長石がふくまれ，また磁鉄鉱も散在している。

空隙はひじように多 L、。基質の中には，斜長石，普通輝石，紫蘇輝石などの鉱物片が散

在しているほか，紫蘇輝石・普通輝石安山岩の微細礁もふくまれている。塩基性安山岩

質の凝灰岩である。

屑厚: 模式地附;11で， 80m 前後， t話 l幌川中流域で， 300m 以上，大誉地川下流域で，

250m 前後の厚さをそれぞれしめしている。

III.2.3.3.2.1.4 トラリ集塊岩層 (Ta)

1955 トラリ集塊岩層橋本 瓦

模式地: パシケトラリ沢口の下流の利別川右岸の崖

分布: まえにのべた j芽風岩凝灰岩層と同じように，上利別集塊岩砂岩層の中に，大き

なレンズ状岩体の形態ではさまっている。とくに，この地層は扉風岩凝灰岩層の発達が悪

いかまたはほとんど発達していない地域によく発達している傾向がある。そして，模式地

のほか， 392.8m 標高点の山腹， トメノレ νべ沢上流域，炭焼き小屋の沢，上利別と笹森と

の間の新道の峠，および、パンケ

トブ V'J[l 二股附近などによく露

出している。

岩質および岩相: 集塊岩，

火山円礁岩および熔岩から構成

された地層で，上利別集塊岩砂

岩層中に，大きなレンズ状の岩

相ではさまっている。一般には

まえにのべた，万干-風岩凝灰岩層

の上位と考えられる層準にはさ
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いて同じ地域に発達するところ

は，ほとんどみられない。

模式地附近lこは，人頭大から

拳大までの角状の紫蘇輝石・古一

通輝石安山岩の操を多数ふくみ

同質の細粒礁で i硬く穆結された

集塊岩が発達している。また，

392.8m 標高点の山腹やトメノレ

シベ沢上流地域などでは，集塊

岩の中 lこ，数 m の厚さをもっ 第 18 図 トラリ集塊岩層の露出(大誉地橋ト

ナこ，同質の熔岩を数枚はさんで 流 2km 附近のキ IJ 別川右岸)

いる。なお，このほかの地域では，同質の角線を相しような凝灰岩で路 1結した，凝灰質集

塊岩ないし火山円瞭宏の岩本日をしめしている。

集塊岩の礁を顕微鏡下で観察するとつぎのようである。

斜長石や庁通輝:W，紫蘇輝石などが，やや斑品状をなしているところもあるが，大部

分は，京|長老 i (An60) と普通輝石とが， オフィティック組織をなしている c そしてき

わめて粗粒な完品質の岩石である。

このほかに，斑品として，かんらん石をふくんでいるものや，輝石類が緑泥干 i化され

ているものなのどもみられる。

居厚: 30m~40m の厚さをしめしている。

III.2.3.3.2.2 ペンケトブシ凝灰岩層 (Rt) (新称)

1958 中足寄凝灰岩層+上愛冠凝灰岩田 三谷勝利ほぷ

模式地: 採石の沢口附近の大きな崖

分布: 不lJ別川の西側各支流の中流域およびその山腹に広く発達しているほかに， トメ

ノレシベ沢最上流にも小規模に発達している。

構造: 塊状の産状をしめしているので，地届の走!珂・傾斜を測定することは困難であ

る。地層の分布のようすは，下位の上利別集塊岩砂岩層とほぼ同じである。

下位層との関係: 下位の上不Jj別集塊岩砂岩国の砂岩，泥岩，角操凝灰岩などの板状互

層から塊状で粗しような凝I;J(岩に岩相が移りかわるところに両地層の境をとっている。地

層の累積状態は，整合却である。

岩質および岩相: やや塊状の凝氏岩が卓越しており，部分的に泥質凝灰岩や凝灰質砂

岩などをはさんでいる。
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凝灰岩田は，淡黄白色，または淡桃色などを呈するひじように粗しようなものと，や

や層理の発達した細粒から泥質のものの 2 つがある。

前者 ~'t，指頭大以ドの，石英安山岩の岩片や汗石燃および米粒大以下の石英粒を多く

ふくみ，部分的に角陳凝灰岩状の岩相をしめしている。新鮮な面では，やや I:粍艇で柱状

の節理が発達している。また，風化すると，淡褐色のざくざくな凝灰告になりやすい。

この凝灰岩を顕微鏡下で観察すると，ガラス質の基質の中に，石英，傘|長石，紫蘇輝

石，普通坤石などの鉱物 )fがふくまれているほか，浮じも多い C) "1i英安 III 岩質凝灰岩で

ある。

第 19 図 石英安山岩質凝灰岩(石切場の沢上流)

x20 II ニコノレ

P: 斜長石 Q: 石英 G: 浮石

Xe: ゼノリス 基質:凝灰質物質

細粒から泥質の凝灰岩は，粗粒のものの中に，数 m ていどの厚さで，ときどきはさ

まっている。淡灰色を呈 L，やや層理が発達している。木片そのほかの植物有機質の破

片をふくみ，ところによっては，有機質の泥質岩になっている。この凝灰岩は，それぞ

れの単層を広い地域に追跡できるほどの連続性はなく，また，ところによって，粗粒凝

灰岩の中にはさまれていて枚数もちがっている。

この地層は，十時層群の標式地附!fiでは，偽屑のいちじるしい粗粒砂岩層をはさんで，

2 つの部層に区分されている。 この図幅内では，阻粒砂岩層は，ぺシケトプシ川の二股の

やや上流の地域でみとめられたが，これを全地域に追跡することができない。
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届厚; 塩幌川流域で 550m，模式地では 400m 前後の厚さをしめしていて北方にむか

つて， しだtotこ薄くなっていく傾向がみられる。

III.2.3.3.2.3 下足寄砂岩誕灰岩層 (As)

1958 下足寄砂岩凝灰岩層 三谷勝利ほか

模式地: 採石の沢上流

分布: 下位のぺシケトプν凝灰岩層の j二位に帯状に細長く発達している。

下位層との関係: 整合漸移している。

岩質および岩相: 砂岩， t尼宕，凝灰岩などの細かい互層である。いずれも凝灰質であ

って，石英粒，浮石塊，石英安山岩の岩片などをふくんでいる。

この地層の中には，下位のぺンケトブν凝灰岩層の粗粒凝灰岩とよく似た凝灰岩を数枚

はさんでいて，部分均lこ角疎凝灰岩状の岩相をしめしている。

この地層は，構成岩杭iや累重のようすからみると，下位のペンケトプv凝ば岩層の中に

はさまれている，泌質凝灰岩相が，厚く発達し，また，広い範聞に追跡することができる

ていどの，連続性をもった地層に相当するものである。南に隣接する足寄太図幅内では，

この地層に相当する部居中に，亜炭層を数枚はさんでいたが，この関幅内には，発達して

し Of，J. V 0 8

層厚: 20m~30m の厚さをもっている。

III.2.3.3.2.4 下愛冠熔結凝灰岩層 (Wt)

1958 ド愛冠熔結凝灰岩層 三谷勝利ほか

模式地: 採石の沢の探石場附近

分布: 利別川の西側の支流の中・ f-: 流地域に広く発達しているが，新しし〉火山砕屑岩

類で，上位をおおわれているために，塩幌川三股沢上流，ペシケトプ v}fl 上流，大誉地川

上流および模式地附 in- などの地域に，断片的に露出しているにすぎない。

構造: 下位のぺンケトブ V凝灰岩層と， ほほ同じような構造をもっており， 6°~ 1O°

のゆるい角度で，南西に傾斜している。

岩質および岩相: 厚い熔結凝灰岩で，局部的に，熔岩状の熔結凝灰岩を，レンズ状の

岩体ではさんでいる。

熔結凝灰岩は，晴!ぽ色を呈しているが，風化すると，灰白色になる。縞目模様の流理構

造が発達している。

撤密堅!直で，板状や柱状の節理が発達している c ところによって，やや粗しような集塊

岩質の外観をしめしているものもある。
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第 20 図 石英安山岩質熔結凝灰岩(採石の沢の採石場)

x20 1/ ニコノレ

P: 斜長石 Q: 石英 G: ガラス Xe: ゼノリス(ガラス質安山岩)

顕微鏡下で観察するとつぎのようである。おもにガラスからなっており，この中に，

斜長石 (An 35~40) ，石英，紫蘇輝石，緑色角閃石，磁鉄鉱などの鉱物 Ii ゃ浮石片，と

きにガラス質安山岩の捕獲岩片ーなどをふくんでいる。ガラスは，流理構造をもった無色

透明なものと，この聞をうめている汚染された灰色のものとがある。

この地層は，ほとんど均質で，堅硬な熔結凝灰岩で，この図幅地域内では，岩相の変化

はほとんどみられない。わずかに，南部の地域で熔岩状の構造をもった，竪硬な岩体をは

さんでいる。

層厚: この地層のと I;艮は，上位の地層にきられているところが多いのでわからない。

もっとも厚く発達している塩幌川の南側山地域で、は， 150m 以との厚さをしめしている。

III.2.4 第四紀層

この図幅地域内に発達する第四紀層は，基性安山岩類，段丘堆積層，叫 I積堆積層および

- 27-



火山氏である。

II1 .2.4.1 火山岩類

火山岩類は，手:J別J[[の西北の山地帯に広く発達している。そして，鮮新世の卜勝層群お

よびトマム川熔岩を不整合におおっている。 活動時期のヒから， 2 つのちがった岩体に区

分されるが，いずれも，かんらん石をふくむ基住友山岩であって，新第三紀中新世のトマ

ム川熔岩とほぼ同じ岩質である c しかし，鮮新世の十勝層群を構成する火山岩および火山

砕屑岩類とは，いちじるしい性質のちがいがみられる。

III.2.4.1.1 1,050 m 山熔岩(新称)

模式地: 熊の沢， 1,050 m 山附近

分布: 乙の I'X\幅の北西の隅の斗満川本流とニオトマム川とにかこまれた地域にだけ発

達している。

下位層との関係.

宕質および岩j甘

トマム川熔岩を!よくおおっている。

灰色を呈する椴密竪硬な岩石で斜長石や輝石の斑品が目立っている

第 21 図 合かんらん石紫蘇輝石普通輝石安山岩

(1,050 m 山東中腹)

x20 II ニコノレ

P: 斜長石 A:?1 ・通輝石 M: 磁鉄鉱

石基:斜長石・単斜輝石・ガラス
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合かんらん石紫蘇輝百首一通揮石友山岩である。とくに斜長石は，径 5mm 以上の巨品とな

っていることもある。

顕微鏡下で観察するとつぎのようである。

斑品は，斜長石二一，普通輝石~紫蘇輝石磁鉄鉱、予かんらん石。

科長石の成分は， An60~65 である c 両輝石の聞には，反応緑、はみられない。かんら

ん石は，やや多く，周辺部や割目にそってイデング石化がみられるの

石基は，完品質であって，柱状斜長石と単斜輝石との間に磁鉄鉱が散点している。奈!

万輝石は，ごくまれである c

この岩体は，この!ヨ幅内では，北西の隅にわずかに発達しているが，隣接の小利別図幅

や常元図幅内では，かなり広い分布をもっている c そして，東三国山にむかつて，厚さを

ましているようである。このような分布のようすから，東三月山に関係ある火山活動によ

ってもたらされた火山岩であろうと考えられる。

III.2.4.1.2 奥塩幌火山噴出物 (OY) (新称〉

模式地: パンケトプ判1I上流

分布: この図帽の西方の山地をおおって広く分布している。

下位)昌との関係: 十時層群堆積の後におこなわれた地変で形成された地質構造のヒを

おおっている。

岩質および岩相: 暗灰色から黒色の外観をもった，板状で堅叫な熔岩と，挙大から人

頭、大ていどの火山拠出物から構成されている。

基性の安山岩であって，斜長石の斑品が目立っている。やや多孔質で，ときに倍数 mm

ていどの空疎もみとめられる，合かんらん石紫蘇輝石普通輝行安山岩で、ある。

顕微鏡下の観察はつぎのようである。

斑品は， #~1 長石γ、普通輝石 f二紫蘇輝:w::>かんらん石。

斜長{iの成分は， An65-70 である。斜方輝1-1"の周問には， 単斜輝{iの反応持がみと

められるつかんらん石は，かなり多く，イデング石化がおこなわれている。

じ基は，インターサータル組織をもっている。おもに，柱状の斜長石と単斜輝bーから

なり，その聞に，磁鉄鉱が散点している。斜方輝石は少ない。

この安山岩は，パシケトブV川上流，キ/ョナイ川上流および塩幌川上流などの地域では

流理構造をもった，板状の熔岩であるが，斗満川の南側山地やぺンケトプ v川上流などの

地域では，火山円棟岩や凝灰質集塊岩状のタト観をしめしている。

この岩{ねま，その分布を広く追跡してみると，この図幅の西に隣接する「芽登温泉図幅j

内のキトウシ山にむかつて，発達がよくなっている。乙のようすからみて，おそらく，キ

トウ ν山の火成活動に関係をもった火山岩であろうと考えられる。
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III.2.4.2 段丘堆積層

段丘堆積層を，それぞれの地層の占めている位置の高度や平坦面の解析のていどを基準

にして追跡すると， 3 つの段E群に区分することができる。

III.2.4.2.1 第 1 段丘堆積物 T1

標高 300m より高位の地域に発達している平坦な段丘面であって，地形復元図の上では

現在の河川の河岸段丘群と区別することができそうである。

この段丘堆積物は，さらに，平坦面が不連続なことから， a , b の 2 つに細分できる。両

段正面の比高は， 20m-40m ていどである。

i) a 段丘堆積物 τla

標高 400m から 500m 以上におよぶ平坦段丘面である。 堆積物はほとんと、奥堀幌火山

砕屑岩から供給されたと考えられる，人頭大から挙大の基性安山岩の礁からなる磯居で，

外観は，岩錐のような岩相をしめしている c 厚さは， 2m-3m ていどで，ほとんどの喋

層は侵蝕をうけている。

この平坦面は，さらに， 963.5m 標高点の地域にむかつて，緩傾斜の平坦面を連ねてい

るようであるが，堆積物は熔岩の表面風化の tit 積物と全く区別できないので，地質図では
なド

段丘面として取批わなかったっ

ii) b 段丘堆積物 T1b

擦高 300m から 360m または 380m までの緩傾斜の平土日面を作っており， a 段丘面とは

20m-40m の比高差をもっているの

利別川をはさんで，その両側の山地に発達している。

堆積物は，礁の多い砂疎層で， 2m-4m ていどの厚さをもっている。

この平坦段丘面の上は，農耕地として利用されているところが多い。

III.2.4.2.2 第 2 段丘堆積物 Tz

この図幅内を流れているおもな河川の流域に発達している河岸段丘の大部分をふくんで

いて，現在の河床面からの比高は， 8m 以上である。 塩l幌川流域，斗満川南岸の台地，登

良利およびトブシ附 j庄の台地などが，この段丘に属している。とくに斗満川南岸では，良

好な発達をしめしている。

この段丘に属する平坦面は，細かくみると，平坦面の不連続性や堆積物のちがいなどか

ら， 2-3 段に区分することができるようである。

ヰ 地形復元図からみると， 標高 500m 以上の地域に発達している平均面は，火山岩の流

走面と考えた方がよいようなようすをもっている。
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第 22 図 平坦段丘厄i と奥塩幌火山砕肘岩惜の熔岩流走 i剖との遷移状態で手前の面が第 1 段丘面

(392.5ill 三角点附近より)

第 23 図 不IJ 別川流域に発達した平坦段丘面。両岸の古川、両は第 lh 段丘面(笹森付近)



第 24 図 第 2 段丘堆積物と陸別府の蝶岩との庇界面の露 H\

(陸別市指西方の利別川右岸の崖)

土佐植物は，厚さ 3m~5m の砂疎屈であって，基底部には，拳大から人頭大ていどの大

きな礁からなる棟層が， 1m ていどの厚さで発達している。

この段丘のうちで，現河床面から 15m ていどの比高差のある平坦面の上には， 2m~3m

の疎届の上に，灰白色の粗しような火山史屑や火山灰質砂層が， 4m~lO m くらいの厚さ

で発達しているじこの地層には，偽届屑兎が発達し，細かい円喋や植物性有機物がかなりふ

くまれている。なお，この厚い堆積層は，現河床面からの比高が， 8m から 12m ていどの

段正面および， 20m 以上の段正面の上には，発達していない。また，との地層は，南から北

にむかつて， しだし 3 に厚くなり陸別市街の露ιでは 8m から 10m の序さになっている。

III.2.4.2.3 第 3 段丘堆積物 T3

現河床面からの比高が， 3m~5m の平世段正面である c 利別川の両岸や斗満川の両岸

lこ点々と発達している。砂陳屑は，厚さ 2m~4m である。

III.2.4.3 ;中積堆積物 AI

主要河川の流域に，主として砂利と砂，ときに粘土や泥炭を il~ えた堆靖国で発達してい

る。泥炭は，主な河川の支流の中流地域に発達しており，やや広し) r思原を作っている。

III.2.4.4 火山灰

この地域の現河床砂牒届の分布範回をのぞいた地域を，広くおおって火山灰が発達して

いる。これは，土壌調査の上から，十時巴火rJ J，旭岳火山，雌阿寒岳火山などの噴火によ

る!;;'f I火と考・えられている。
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第 25 図 第 2 段丘堆積物上部の火山灰田

(最上部の地層)でド{v: の開質岩

は陸別層(陸別町市街西ブj の邑)

III.3 地質構造

この図幅地域の地質構造は，鮮新世の卜!日~)邑群の Jlt積したあとに起った造帯J宝動により

ほぼ規定されたっ

大局的にみると，鮮新位以前の造構運動，鮮新世の占十盆t}~地構造およびその後の造

構運動，第四紀の火山活動による熔岩流の分布の 3 つの要素が組合わさって，地質構造を

複雑化している 3

a) 鮮新世以前の造構起動

この時期の地質構造は，そのほとんどが， ト時層群および火山岩類におおわれているの
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km

第 26 図地質構造問

で，この l叉|幅内ではタト貌すら確かめることはできないのしかし，この i告に隣捜する「足寄
1) ;¥)

太」や「本別」の lヌl幅地域ではおもに，断層による地塊足動として確かめられている。こ

れらの地域で認められた大きな構造線のうちで，螺;耐え在断固とよんだものの北方への延

長は，大誉地附 ;IJ:を，ほほ南北の H向で発志している断屑に，その一部が反映されている

ようである。そして，さらに，陸別町川向の附 ;Ll を通って，光白里紀屑とブクロ沢層とを

出している南北 tJ:の断層にのびてし， )るものと考えられる c

この螺湾伏在断層を J15 にして，西側の十時層群の主守主には，おそらく，陸別居の一部が

発達するほかは，大半は，中新世のトマム熔岩およびブクロ沢!蓄に担当する地層が発達し

ていることと思われる。また東側では，基盤の先白岩紀居と陸別膚が分布しているが，と

くに前者には， E-W ないし NW-S F.方向の小さな破砕帝が数多く発達しており， この

地域が足寄太図幅内でみられた本別川断層と螺百伏在断層との同にはさまれた，幅の広い

構造市の延長部分に相当していることを示している。また，この構造帯 r:--' には，硫化鉄の
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鉱床が形成されている。

b) 事(0新世時代の造構運動

中新世と鮮新世との両時代の問では，この地域の積成盆は，大きく変革している。すな

わち，大きな造構運動によって，これまでの広い積成盆地から，いわゆる古卜勝盆状地と

よんでいる，地域的に限られた積成盆を形成した。この古盆状地は，また南側に口を開い

た，海岸入江状の海盆から，しだいに，足寄附近を中心にした陸成盆に移りかわった。さ

らに，陸成盆の時期には，その広がりや盆状地の中心地が，多少変化している。なお，こ

の図幅地域は，古盆状地の北端の部分を占めていたようである。

c) 鮮新世末期の造構運動。

この造構運動は，十勝層群の中にしめされている半盆状構造と， 2~3 の方向の，小さな

摺曲および断層による構造とで表現されている。

宿l出構造は，隣接の「足寄・太」凶脳内にみられたものと同じような，小さい規模の盆状

やドーム状の構造で，ほぼ NNE-SSW の方向に排列している。両翼部の地層は， 10° 以

下の緩い傾斜をしめしている。

まえにものべたように，この閃幅地域は，占卜J1発盆状地の北端の部分を占めており，こ

の盆状地の周辺部分 lこは， E-W から NE-SW 方向の断層が， その末端部を限定するよ

うなようすをしめして発達している。

また，盆状構造の内側においても， N-S から NW-SE ，さらに E-W と，やや放射状

の方向にのびた断層が複雑に発達していて，十勝層群に地塊運動をもたらしている。

IV 地史

いままでのべてきたことから，この地域の地史をつぎのように推察することができる。

先白重紀届は，汎北海道の広大な地向斜の一部に相当しているこの地域にも，基性の火

成活動によってもたらされた輝緑凝灰岩，輝緑岩のほか，赤色チャーい石灰石などの岩

手目を堆積した。

白望紀から古第三紀を通じて，この地域が堆積区として存在していたかど、うかは，地層

の発達がみられないので明らかでない。ただ，陸別居とよばれている含炭第三紀属が，古

第三紀・漸新世に属する地層であるということが確実であるとすれば，漸新世には，この

地域は~ )わゆる却 II路炭田の積成盆の北西方の周緑部を占めて，疎岩の卓越した厚い陸成層

が堆積したといえよう。しかし，この地層は，中新世初期に属するものである可能性もあ

- 35-



って，総合した資料によって検討しなければ確かなことはわからない。

中新世後期(北海道中央部の!峠下階時期)には，この図幅外の南東方地域は，やや半深

海性の堆積院になって，川上属群の，分級のよい凝灰質泥質岩を厚く堆積している。なお

この悶幅内には，川上層群の上部に~;目当するものと考えられる，砂質泥岩の，ブクロ沢層

が発達しているだけであって，中・下部の地層堆積;時のようすは，明らかでない。

このブクロ沢居のJtf':積|時期と前後して，この図l幅タトの西方の地域では，基性安山岩の火

成活動が，はげしくおこなわれており，その 4部の熔岩流が，この地域にも達している c

これら中新世後期には，この地域の一部は，この図幅タトの南東方を標式地にした川 h層

群の堆積盆に連なり，また一部は，北西方に広く発達している，幌加緑色凝氏岩をふくむ

火山岩および、火山砕屑岩の地帯にも連なっていたようである。

中新世から鮮新世に移る時期には，断層運動を主体としたはげしl，造構遅艶がおこなわ

れた。

ついで，これまでの積成盆と，全く規模および状態のちがった十時古盆状地が，この地

域を北方の同校部としτ形成され，浅海!点のf問責相から，火山昨屑岩を主体とした陸成堆

積相 lこまで連なる十MJ層群の厚い地屑が累積したっこの時間の火成活動は，石見安山岩質

の凝灰質岩を堆積した爆発性のものであったが，末期には，同質の熔結凝灰岩の活動に発

展している。なお，この時期を通じて 2 回の tf:質のちがった基性安山岩の活動が，小さな

規模におこなわれた。

十時属群のJit積した後，この陸成堆積誌は，おもに地塊7E動の造構J宝動をうけている。

第四紀にはいると，新第三紀末期におこった火成活動と，岩質も活動形式もちがった，

基性安山岩出宕が，広い地域に流出した c この時期の火山岩には，活動の中心が 2 つあっ

て，それぞれの分布のようすからみると，一方は，キトウ己/山間 jG:，他方は束三岡山F付近

にあったようである。

この火成活動に引i古いて，この地域は，問けつ的な隆起と沈降をくりかえしながら，全

体には，徐々に隆起し，いくつかの平土日r l'r iがj-[~成されたむこの隆起は，北部にむかつて，

そのていどが大きくなっており，平坦而は，北方にむかつて標高を増している。

そして現在まで，削剥と平坦化作用が引続l \ておこなわれ，沖積地に氾誼堆積物を供給

している c
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V 応用地質

この図幅地域内に賦存している鉱産資源は，硫化鉄， ~;Z:15，石氏石および褐炭・亜炭な

どである。とれらのうちで，現在利用されているものは，十勝層群最上部の軟石だけであ

るョほかのものは，ほとんど対象にはならなし〉小規模なものである。

(1)硫化鉄

14 林班の沢およびクシベツ川支流の岡山の小沢に鉱徴地がみとめられる。

14 林斑の沢では，先白皇紀の輝緑岩と石灰石との接触部に形成された，径 30cm 以上の

塊状鉱休である。鉱石は，そのほとんどが，級密な白鉄鉱で，表面は美しい球頼状をなし

ているものが多い c 鉱石の問は，おもに方解石がうめているが，少量の首長石や緑泥石な

どもともなわれている。

岡山の小沢でみられるものは，輝~;5j~凝灰岩の中に~;n達した， N40W の方向の明断帯に

そって，いちじるしく黄鉄鉱の鉱染した鉱床である。

このほか，クシベツ川の支流の銀山の、沢にも輝緑凝氏岩中の， N10ーW の方向の努断帯

の中に，黄鉄鉱一方解石脈の発達がみられるの乙の鉱脈は，昭和 17 年頃に，金・銀を対象

にした探鉱がおこなわれたとのことである。

(2) 石灰石

14 林庄の沢の下流に，先白望紀の輝緑凝灰岩の中に，居状の石灰石が旺胎している。厚

さは， 5m ていどでその規模は小さい c

灰白色 ~H 青灰色を呈する紋密な石氏石であって，部分的には結品質になっている c

品質は，珪壊が多く，良質とはいえない。分析結果はつぎのようである c

CaO ・・・・・・ 48.05 タ.~ Si02..ｷｷ..10.18 タ; Fe203 十 Alz0 3 ・・・・・・ 3.55 タJ

MgOｷ..ｷ..0.76% Jg. loss· …・・ 37.54;:~ (佐藤巌技師分析)

このほかに，利別川流域の，網走本線の薫別と陸別との問の鉄橋のところにも，輝総凝

灰岩と赤色チャートとの問に厚さ 1m ていどの石灰石があるが，品質は不良である。いず

れも規模が小さく，また品位も低くて軟石移行の対象にはならない。

(3) 大誉地石

大誉地市街裏手の採石の沢上流で，上愛冠熔結凝灰岩国中の石英安山岩質熔結凝灰岩を

軟石として採石している。品質は比軟的均質倣密であり，石材としては，良好である。こ

の採石場はひじように古く，明治 44 年頃に始められている。現在は，年間 40 ，000 筒ていど
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が採石され，おもに土台石や建築材として周辺地域で利用されている。

(4) 亜炭

足寄層最下部のショナイ挟亜炭層中に数十枚はさまっている。これらは，ほとんどが，

10cm~20cm およびそれ以下の厚さのものであって， 発達の規模も，小範囲に限られて

いる。水分の多い泥質の亜炭で，燃料用としては，ほとんど利用されていない。

乙のほかに，陸別層のなかに，薄い褐炭層がはさまれているが，開発の対象とはならな

l)o
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale 1:50.000

IUKUBETSU

(Kushiro-5)

Ey

KatsutoshiMitan i, Tet3uoFujiwara

andShozoJshiyama

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

Thismappedareaoccupiesthenorth-easternpartoftheTokachi

basinineastHokkaido.

Fromthetopographicalpointof view, thisareaisdividedinto2

parts, the.volcanicrockpartwhichis500m---900m highfromsea-level

andtheflatterracepartof3or4steps.

Geology

Inthisarea, Pre-Cretaceousformation , Tertiaryformation , Quaterｭ

naryformationandVolcanicrocksareobserved.

Seeingfromgeologicalstructureandstratigraphicalsuccesion, this

are 況 can bedividedinto3parts, theeastpartisoccupiedbyPre-Plio ・

cene formation , thegraterpartof this area occupied by Pliocene

formation , andtheVolcanicrockareaofthewesttothenorthwest

partofthisarea.

1. Pre-Cretaceousformation

Thisformationdevelopesinthenorth-eastpartofthis area, and

mostlycomposedof schalstein , intercalatingredchert, limestoneand

diabasesometimes. Fromits lithic character, it resembles to the

SorachigroupofthecentralpartofHokkaido.
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2. Tertiaryformation

TheRikubetsuformationisobservedinthenorth-eastpartand

thesouth-eastpartofthisarea, andcoverdPre-Cretaceousformation

unconformably.

Mostlyconsistsofconglomerate, intercalatingsandstoneandmudｭ

stone. Onthisformationseveralworkablecoalseamsareintercalated

inthenextadjacentKamiashoro sheet, howeveronlythinlenticular

coalsarediscoveredintermittentlyinthissheet.

TheFukurozawa formation , coverstheRikubetsuformationunｭ

conformably, mainlyconsistsofmudstoneintercalatingsmallamount

ofsandstone, conglomerateandtu 百 bed ， andisMioceneinage. Calｭ

careousalgaeandradiolariafossilsarecontainedinthismudstone.

TheTomamu-gawalavadevelopesinsmallscalealongtheTomaｭ

muriverand theNio-tomamuriverinthenorth-westerncornerof

thissheet. TherelationbetweenthisformationandtheFukuro-zawa

formatoinissupposedtobelongthesamevolcanicactivitiesthoughitis

notdefinite. Thislavaisolivlnbearinghyperstheneaugite andesite,

andimpregnatedpyritebychlori 自cation andsilici 白cation issometimes

observed.

TheTokachigroupoccupiesangratepartofthis sheet, covering

Pre-Mioceneformationwithclinounconformity, andisPlioceneinage.

The lowest part of this groupis marine sedimentofpredominant

conglomerateandiscoveredbythickterrestrial sediment of dacitic

detritus. Thisdetritusisdividedinto the Honbetsu formation and

theAshoroformationbyitslithic di 百erence and distribution, The

relationofthese2formationsisquasiconformable.

TheHonbetsuformationisdividedinto2, theRawanconglome-

ratesandstonememberandTobushi tu 任 membe r. Theformeris

mainlyconglomerateandsandstoneofmarineorigin, andistransfered

totheformation yieldingPatinopecten(Forti ，戸。 cten) ta 初hashii (YOKO-

YAMA) assemblagefaunaintheneibouringdistrict. Espectiably, inthe

north part of this area, the facies that can be considered as a

marginal facies of the sedimentary basin, isobserved. Thelatter

consistsofmassivetuffincludingpumiceanddacitictuffbreccia, and
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isconsideredasterrestrialoriginfromitssedimentationanddistribuｭ

bon.

TheAshoroformationconsistswhollyofvolcanicdetritusand

tufaceousrocks, andisterrestrialorigin. Itisdividedinto4members

fromthedi 首位 ence ofrockfeatureandlithiccharacer-theKamitoshiｭ

betsuagglomeratesandstonemember, thePenketobushi tu 任 member ，

theShimoashorosandstonetu 百 member andtheShimoaikappuwelded

tu 百 member. Thelowestmemberconsistsofthevolcanicditritusof

olivinbearinghyperstheneaugiteandesite, distinguishedfromtheother

memberswhicharemainlydacitictu 百 components. Thecomponentsof

thislowestmemberaretu 百， tufaceoussandstone, mudstone, tuffbreccia,

intercalatingagglomerate-lava submemer, tu旺 breccia submember, ligｭ

niteorligniticmudstone-tu 仔tufaceous sandstonesubmemberasitslocal

submembers.

Theuppermostmember, theShimoaikappuwelded tu 百， ishard,

compact, daciticwelded tu 旺， showingplatyandcolumner joint, and

grayishwhiteincolour.

3. Quaternary

Qauternaryformationisrepresented by volcanicrocks, terrace

deposit, volcanicashandalluvialdeposit.

Volcanicrockdevelopeswidelyfromthewesttothe north-west

sideofthissheet, andcoverstheTokachigroupandtheoldersediｭ

mentsuncomformably. Fromitsdevelopmentandlithic nature, it

isdividedintothe1,050 m.YamalavaandtheOkushiohorovolcanic

ejectus. Bothareolivinbearinghyperstheneaugiteandesiteinnature.

Terracedepositisdividedinto3stepsfromitshight, continuity

anddissection.

The1st.terrace, whichisthehighestisshowingdifferentdevelo ・

pmenttotheother2terraces, namelyitsdevelopmentis indi 妊erent

tothepresentriver. Stricklyspeakingthisterraceisalsoseemedto

thedividedinto2steps.

The 2nd.andthe3rd. terrace deposits are composed by the

depositswhichhadcloserelationtotheTosibetsu-gawa, theShiohoro ・

gawaandtheTomamu-gawa. Especiallyincaseofthe2nd.terrace,
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itconsistsofsandandgravelof2m.or3m.thickinlowerpart, and

volcanicsandof4m.'"""-'10m.thickinupperpart.

Geologicalstructure

Themaingeologicalstructureofthissheetisdefinedbytheconstｭ

ructionoftheOlderTokachibasin , whichisconsideredtobePliocene

inage, andthetectnicmovementofitsdeposition.

TheolderTokachibasinhadconstructedafteralargetectonic

movementoflaterMioceneorearlier Pliocene, asadifferentshaped

basinfromthepreviousone.

This basin is supposed to be constructed as an inland basin,
havingitscenterinthepresentinlandarea, andwasgraduallydevelo ・

pedfromthemarine basin, havingitsmouthatthesouthernside.

Thetectonicmovementoflater Pliocene, afterthedepositionof

theTokachigroup, isrepresentedby theblockmovementcausedby

faultsandthefoldingcausedbylocaldome-basinstructure.

~ineral resources

Themineralresourcesofthisareaarepyriteandlimestonein

Pre-Cretaceousformation , lignite andhuildingstoneoftheAshoroforｭ

mation. Exceptingbuildingstone, nomineralresourcesaredeveloped.

Theweldedtu 百 of theShimoaikappumemberiscompactandhomoｭ

genousinnature, soithasbeenusedinvariousdirectionsasaname

ofthe“ Oyochi-ishi. "
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